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表1　主要国の大豆生産と輸出
（単位　1,000トン） 変化率 世界全体に占める割合
生産量 輸出量 生産 輸出 生産量 輸出量
1995/96 2015/16 1995/96 2015/16 2015/1995 1995/96 2015/16 1995/96 2015/16
米国  59,174  106,857  29,082  64,557 181% 222% 47.5% 34.1% 43.4% 30.8%
南米 5 カ国  39,924  167,400  32,185  130,222 419% 405% 32.0% 53.4% 48.1% 62.1%
　ブラジル  24,150  96,500  17,284  71,340 400% 413% 19.4% 30.8% 25.8% 34.0%
　アルゼンチン  12,480  56,800  11,970  45,942 455% 384% 10.0% 18.1% 17.9% 21.9%
　南米 3 カ国  3,294  14,100  2,931  12,940 428% 441% 2.6% 4.5% 4.4% 6.2%
そのほか  25,601  39,056  5,700  14,948 153% 262% 20.5% 12.5% 8.5% 7.1%












資管理組織（Farmland Investment Management 
Organizations）と呼ばれる企業も出てきている（参
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1作の収穫から第2作の播種までに必要な農作業の時間
が短縮され、9月から1月（第1作）に大豆、2月から5
～6月（第2作）にトウモロコシという組み合わせの二
毛作が可能になった。その結果、2000年代後半から
マットグロッソ州を中心に第2作のトウモロコシの生
産量が飛躍的に増え、同州は大豆だけでなくトウモロ
コシでもブラジル最大の生産州となった。
●農業生産への資金供給
生産拡大のためには、農業機械のほか、種子、肥料、
農薬、燃料などの投入財もより多く調達する必要があ
る。1980年代の経済危機後、公的部門による農業生産
への資金供給は大きく縮小し、代わりに民間部門によ
る供給が拡大した。ここで主に用いられたのが、収穫
後に農産物を引き渡すのを条件に、穀物取引業者が生
産者に対して種子や肥料を貸し付ける、いわゆる青田
買いである。青田買いは穀物取引業者と生産者の間の
個別契約であるが、1994年にブラジル銀行が農産物証
券（CPR）の制度を導入して、この契約を譲渡可能な
有価証券とすると、この方法による資金調達が大きく
増えた。さらに2000年代に入ると、現金決済型の農産
物証券（CPR Financiera）が制度化された。これま
でのCPRは決済時に現物を受け取る制度だったのに対
して、CPR Financieraは現金を受け取ることができ
る。そのため、現物を必要としない一般の投資家にとっ
ても投資しやすい金融商品となり、非農業部門からも
農業生産への投資が進んだ。
●大規模経営の拡大
ブラジル国内で伝統的な農業地帯である南部や南東
部に比べて、中西部の穀類生産者は経営規模が大きい。
2006年の農業センサスによれば、マットグロッソ州の
大豆生産経営体のうち、500ヘクタールを超える農地
を所有する経営体は経営体数で52%を占め、これらが
生産する大豆は州内全体の生産量の92％を占める。ブ
ラジル全体で同規模の経営体が占める割合は経営体数
で3％、生産量で58％であることを考慮すると、同州
には大規模な大豆生産者が多いことがわかる。
中西部には家族経営が成長した農場管理企業（Farm 
Management Companies）が多い。たとえばブラジ
ルでは最大手の穀物取引業者の1つであるアマジ社
（Amaggi）の場合、2015年の年次報告書によれば、
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農場管理企業の倉庫には大型の収穫機が並ぶ（マットグロッソ州ノボムトゥン市、 
筆者撮影）
